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０．小学校英語の動向と「英語ノート」
　2008年（平成20年３月）に小学校学習指導要領が
告示され、2011年度から、小学校での外国語活動が
必修化されたi。必修化に伴い文部科学省は「共通教材」
としての「英語ノート」を作成した。この「英語ノー
ト」については以下のようなコメントが作成者側から
述べられている。
「英語ノート」は教科用図書（いわゆる教科書）
ではない。（中略）したがって法的な使用義務は
ない。（中略）しかし、「英語ノート」は小学校学
習指導要領に基づいて作成されたものである。（中
略）その意味でも、「英語ノート」を使用してい
ただきたいと思っている。（中略）当然ではあるが、
指導者は学習指導要領を順守することが当然の責
務であることには変りがない ii。
これは、小学校での英語の授業で「英語ノート」が
今後、「教科書」として使用されることを意味してい
る。そして2008年４月には「英語ノート（試作版）」
が全国の約580校の拠点校に配布され現場でのフィー
ドバックが行われている iii。「英語ノート」の構成は、
目標、扱う表現、Let's Chant/Let's Listen/Let's 
Play/Activityとなっているiv。梅本（2008）は「『英
語ノート』は味付けがしやすいように教材が提示され
ていて」と述べ、文字の認識を深めるための活動にも
「英語ノート」を単元に取り入れた旨を報告している。
１．音声への認識から文字指導へ（「気づき」の大切さ）
　文字認識への過程については、音素認識の必要性を
北山（2000）ですでに述べた v。
　一般的には音韻認識 (Phonological Awareness) 
と言われ、子どもの母国語の習得過程にみられるメタ
言語認識 (Metalinguistic Awareness) を意味する。
子どもは言語習得の過程において音韻認識ができる
と音素レベルの抽象的操作が可能となる vi。また、音
韻認識には階層がある。子どもは文字・音素レベルの
認識ができるためには、まず語彙を認識し、そして音
節、Sub-syllable（頭子音 (onset)・尾子音 (coda)）
の認識ができた後に音素が認識できるというもので
ある vii。
音韻認識の階層
word＞ syllable＞ sub-syllable (=onset/rime)
＞ phoneme
　　　　
　小学校における英語教育に「反対」を論じている大
津（2008）でも「ことばへの気づき」の大切さを主
張している viii。本稿ではTreiman (1991)、Tunmer 
and Rohl (1991) で主張された音韻認識の階層性の
理論に基づき、日本の小学生の音韻認識についてその
検証を試みる。特に提示された語彙の音節数を子ども
がどのくらい認識できるかの調査を行なった。また、
その結果が今後の小学校での英語教育における発音
の指導において「ことばへの気づき」の一部として有
用であることを提示したい。
２．調査
２．１．目的
　小学生が授業で学習する英語語彙の音節数をどの
くらい認識できるのかを調査する。具体的には、英語
語彙21語についてその音節数の認識能力を通常の授
業展開（45分）でどのくらい学習できるのか。
　調査のために使用した語彙は各務原市教育委員会
が編集発行し、全市の小学校で使用されているシラバ
ス（『各務原市小学校英語活動指導計画』）の中で扱
われているものを中心に選んだ。
調査対象語彙
ant, cabbage, candy, chocolate, cucumber, 
dog ,  doughnut ,  e l ephant ,  f rog ,  grapes ,  
hamburger, lemon, lion, melon, peanut, pig, 
skirt, snail, snake, snow, strawberry
　語彙の選択にあたっては、既習の語彙の中から音節
数を考慮した。それ以外に調査の必要上、ant, frog 
など授業では扱っていないが、児童が意味的に理解し
やすい語彙も使用した。調査は授業の一環として行わ
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れることが条件なので、通常の授業展開の中に組み込
む形となった。
２．２．調査対象と方法
　調査の対象者は各務原市立のS小学校の５年生40
人。通常の授業においての調査とし、普段の英語活動
の授業とあまり変わらない形態をとるようにした。各
務原市の共通シラバスによる英語活動の通常の授業
では、導入部では「あいさつ」や「英語の歌」を行う。
そして、展開部分では学習語彙の提示と練習が行われ
る。その後、パターン・プラクティス形式の授業展開
となり学習内容の定着をはかる。本調査でも、通常の
授業と同様に語彙の提示、その後ゲームを通して「た
のしく」練習構文をパターン・プラクティスにより学
習語彙が定着できるように工夫をした。
２．３．調査方法の手順
　調査の手順は、１）調査語彙の児童への提示と定着
を行い、その後に２）音節認識の調査を行った。また、
活動形態は普段の授業では全体活動とグループ活動
が中心となっているので、調査においても全体活動と
グループ活動を適宜取り入れた。
１）調査語彙の提示と定着
　児童が調査語彙を練習するために、全体活動とグ
ループ活動の時間を設けた。
１．単語の提示：What's this ? ゲーム（全体活動）【５分】
　まず、全体活動として英語のネイティブ・スピカー
の教員（以下NT）が21の調査語彙を児童に提示する。
NTが絵カード見せ、児童に What's this? と問いか
ける。児童が返答した後、NTがモデル発音をする。
その後、NTの発音に続いて単語を２～３回繰り返し
発音をする。絵カードの提示のため、意味の説明は行
わない。
２ ．単語の定着：Where is my (    )? ゲーム（グルー
プ活動）【８分】
　グループ活動でゲームを行い語彙の定着を図った。
１グループ６～７名に分かれ、合計５グループでゲー
ムを楽しんだ。各グループの指導者はNT、北山、学
生ボランティア（３人）ixで行った。学習した語彙の
カード21枚を床に並べ、指導者が質問文 Where is 
my ~? と聞く。その質問された絵カードをカルタ取
りの要領で取っていく。児童にはどの子が一番多く
取ったかを競わせるように指示した。活動時間は８分
ほど設定した。時間まで何回も繰り返し行い、グルー
プ活動により児童の語彙定着を図った。
２）音節認識の調査
　カルタ取りの活動の後、全体活動で音節の説明を
し、その後グループ活動で児童一人一人に質問する。
ゲームを通して音節数理解の調査を行う。
　まず全体活動を通して音節の理解が児童にできる
ようにデモンストレーションを行った。音節について
の概念を示すために本調査では、手をたたきながら語
彙を発音することで児童に音節を理解してもらうよ
うに工夫した。
１．音節の理解：リズム・クイズ（全体活動）【５分】
　全体練習で、NTが絵カードを示して手をたたきな
がらその語彙を発音する。調査で質問する語彙は使
えないので児童がこれまでに習った語彙の絵カード
を使いながら行った。絵カードは５枚でそれぞれ１音
節語 (cat)、２音節語、(father, mother)、３音節語 
(tomato, potato) を提示して練習をした。NTが手を
たたきながら発音し、そのあと児童も同じように手
をたたきながら語彙を発音した。また、全体での活動
では児童が十分に理解できないとも考慮して、全体活
動の後にグループ活動でもう一度同じ５枚のモデル
カードを使用して児童の音節理解の定着を図った。
２．音節認識調査：リズム・クイズ（個人）【８分】
 グループ活動では６～７人が円陣で座り質問をする
指導者もその中に入って座った。それぞれのグループ
でゲームのルール確認（音節数を聞き取り、その数を
手でたたいて伝えるゲーム）のあと、一人一人に音節
数を確認する調査を行った。ゲームのルールは日本語
で行い児童に「これから音あてクイズをします。一人
一人に違った絵カードを見せますから、手をたたきな
がらその単語を発音してください」と指示した。
　授業の一環の調査なので、「もし、分からなかった
ら、誰かほかのお友達が答えてください」と指示した。
調査は他の友達が解答した場合はその当った児童は
音節数が認識できなかったと記録した x。
３．結果
３．１．語彙別正解率
　調査に使用した語彙は２１語でそのうち１音節の
語彙は９語、２音節は７語、３音節は５語とした。そ
れぞれの語彙の音節数の正解率と語彙の音節構造は
以下のようになる。
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表１）リズム・クイズの語彙別正解率とその音節構造
音節数 単語 正解率 音節構造
１ ant 48% VCC
dog 76% CVC
frog 98％ CCVC
grapes 77% CCVCC
pig 99% CVC
skirt 97％ CCVC
snail 0％ CCVC
snake 98％ CCVC
snow 96％ CCV
２ cabbage 98％ CV(C) CVCxi
candy 98％ CVC CV
doughnut 95％ CV CVC
lemon 25％ CVC VC
lion 94％ CV VC
melon 25％ CVC VC
peanut 95％ CV CVC
３ chocolate 51％ CVC V CVC
cucumber 47％ CV CVC CV
elephant 43％ VC V CVCC
hamburger 98％ CVC CVC V
strawberry 50％ ＣCCV CV (C) CV
３．２．音節数別による分析
　音節数別の正解率とその音節構造の観点から分析、
考察する。
１）１音節の語彙（９語）
　１音節語では７５％以上の正解率の語彙は７語で、
25％以下の語彙は snail の１語のみであった。１音
節語の頭子音連結 (pre-head consonantal cluster) 
については、子音が２つ続く語彙 [CCV~]（frog, 
grapes, skirt, snake, snail, snow）が５つあるにも
かかわらず、その正解率は高かった。反対に、頭子音
連結の音節構造を持つ語彙で正解率25％以下の語彙
は snail １語のみであった。また、尾子音音節構造 
(post-head consonantal cluster) についても、子音
が２つ続く語彙 [~VCC] (grapes) の正解率も７５％
以上あった。
　　 正解率75％以上の語彙： dog, frog, grapes, pig, 
skirt, snake, snow
　　正解率25％以下の語彙：snail
２）２音節の語彙（７語）
　２音節語については、７語中５語が正解率７５％以
上であった。正解率が低い語彙は lemon, melon の
２語であり、その音節構造はともに [CVC VC]で同
じであった。
　　 正解率75％以上： cabbage, candy, doughnut, 
lion [CV VC], peanut（５語）
　　 正解率25％以下：lemon, melon [CVC VC」（２語）
３）３音節の語彙（５語）
　３音節以上語彙の認識率は低く、75％以上の認識
率の語彙は hamburger の１語であった。一方、１，２
音節語の調査結果で見られたような正解率25％以
下の語彙はなかった。hamburger 以外の語は平均
50％の正解率であった。
　　正解75％以上：hamburger（１語）
　　正解率25％以下：N/A（０語）
以下に音節数別の正解率をまとめる。
表２）音節数別正答率
１音節語 ２音節語 ３音節語
正解率75％以上 ７語 ５語 １語
正解率25％以下 １語 ２語 ０語
　音節の長さによる認識の違については、３音節の
長い音節の認識率は他の１，２音節語より低くなって
いる。１・２音節語の正解率の平均は約70％であり、
３音節語のそれは、約60％であった。次に正解、不
正解率の差異を音素レベルで考察する。
４．考察
１）１音節語：sk i rt ,  snake と sna i l ,  ant
　１音節語については、skirt（97％）、snake（98％）、
frog（98％）の３語の正解率は高い結果を得た。こ
れらの語の音節構造はみな同じでCCVCである。し
かし、同じ音節構造を持つ snailだけはその正解率が
０％で極端に低かった。
　この違いを音節レベルで説明することは難しく、音
素レベルでの説明が必要になってくる。正解率が高
い３語の頭子音 (coda) はすべて摩擦音 (stop sound) 
となっている。一方正解率の低いsnailは側音で終わっ
ている。[l] は成節子音を作る音素でもあるため指導
者の発音から児童は一つの音節と認識し、snailを２
音節と認識した可能性がある。
　また、snailは既習の語ではないので、児童が知ら
ない単語は認識できないという可能性もあるが、frog
も既習の語彙ではないが、高い正解率となっている。
児童が以前に聞いたことのある語か、聞いたことの無
い語彙の違いによるものではないと考える。
　antについては48％の正解率である。この語彙の
みはonsetがなく母音から始まっている。
２）２音節語： l emon,  melon と l ion について
　２音節語において正解率が25％以下であった語彙 
lemon, melon はともに同じ音節構造 CVC VCであ
る。この２語の正解率が低いのはその音節構造によ
るものなのだろうか。同じ２音節語の、cabbage は
ambisyllabicではあるが問題の２語とほぼ同じ音節
構造を持つっているが、正解率は98％と高い。その
意味で、音節構造が他の２音節語と違うという理由で
lemon, melonの正解率が低いとは言い切れない。
　音素レベルで考えてみると、lemon, melonはとも
に撥音で終わっている。日本語では撥音を１モーラ
（１拍）と認識するので、児童はこの２語の語尾の音
素を一つのリズムを構成する要素と認識してしまっ
たのかもしれない。注意しなければならないのは、同
様に撥音で終わる lionの正解率は100％に近い。こ
の語の音節構造は CV VCなので lemon, melonの音
節構造とは異なる。
３）３音節語の語彙
　３音節語に関しては、上述のように正解率が高いの
は１語のみである。また、低い語（25％以下）もなく、
正解の中央値は50％である。音素配列の観点からす
ると、strawberryに関してはその頭子音は３子音連
結 CCCV~ である。この語の正解率は50％である。
小学生が strawberryという語を聞いたときに半数の
児童がこの語の音節数が理解できるとういうデータ
となる。
５．結論
　調査結果から、日本人の小学５年生ではメタ言語
の操作、大津の主張する「ことばへの気づき」が母国
語のみならず英語においてもそれが可能であると言
える。現時点での小学校での英語教育はコミュニケー
ションを中心とした英語活動であるが、文字指導を視
野に入れたカリキュラムが多く作られている。本調査
結果から今後の文字指導へ提言できることは以下の
事項である。
　(1 ) 短時間で児童は（新出単語を含む）語彙の音
節構造はかなり理解できる。
　(2 ) 語彙の提示には音節数を意識した指導が大切
である。
　(3 ) 同音節数でも音素配列によりその認識率が違
う。
　(4 ) 音節構造とその音素配列を考慮した語彙選定
が重要である。
　(5 ) 文字指導において指導者は音韻認識に階層性
があることを理解する必要がある。
６．これからの小学校英語における語彙発音と文字指導
　2011年度から「英語ノート」がすべての学校に配
布され「教科書」として使われることになる。その次
の段階として考えられるのは、文字指導と英語活動の
低学年への導入であろう。文字指導においては単に導
入される個々の語彙を「文字」から認識するのではな
く、音韻認識過程に基づいた指導方法を教授者は意識
する必要がある。また低学年化においては特に音韻認
識の概念は重要である。以下に小学校学校英語で使用
されるであろう語彙についてその音節構造別の一覧
表を提示する（Appendix）xii。
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ii  菅（2008）pp. 10-1.
iii   松川・大城（2008）p.61.
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vi  Tunmer and Rohl (1991) p.2
vii Treiman (1991) p. 160-1
viii 大津（2008）p. 3
ix   学生ボランティアは英語を選考する女子学生で３人と
も６ヶ月以上の海外での生活経験がある。また、調査前
にNTから調査する語彙の発音の指導を受けている。ま
た、日本人指導者とNT別の児童の全体の正解率と不正
解率は以下のようでありその有意差はなく、この調査に
関しては、指導者の違が調査結果に差異が生じる可能性
は低いと著者は考える。
　　　日本人指導：正解率56.2％、不正解率43.8％
　　　ＮＴの指導：正解率57.2％、不正解率42.8％
x    本調査ではまた、Onset, Rhyme の認識調査：音あて
クイズ（グループ活動、個人）【８分】行い、児童が音
節より小さなレベルでの認識ができるか調査を行った。
この結果については別の機会に述べたい。
xi   cabbage, strawberryの 音 節 構 造 は 両 音 節 語 
(ambisyllabic word) である。そのため括弧付で音節
構造を表記した。この調査では、問題の子音がどちらに
属すかは問題ではなく、音節数がその調査の対象である。
xii  松川・大城（2008）、生津小（2007）、西中・天野小・
高向小（2006）、各務原市（2007）、金沢小（2007）
等を参考に作成。
Appendix：音節構造別語彙
音節構造 語　　　彙
１音節語
CCV glue, blue
CCVC steak, star, school, green, grape, glove, fruits, bread, black, white
CCVCC skirt
CV tea, me
CVC shoes, rice, red, pull, peach, nice, math, juice, fish, fine, dog, cook, come, cheese, 
cat, cap, cake, book, bear, June
CVCC bank, bird, milk, March, nurse, pink, park, pants, socks, shorts
２音節語
CCVC(C)・CV grand・pa, grand・ma
CCVC・CVC star・fish
CCVC・V sleep・y
CCVC・VC broth・er, sweat・er
CCV・CVC sta・tion**, swim・ming*
CCV・VC ski・ing
CVCC・CVC sand・wich
CVCC・VC farm・er
CVC・CCV hun・gry
CVC・CCVC pen・guin, lob・ster, book・store
CVC・CV pan・da, mon・key, cir・cle**
CVC・CVC sis・ter, pen・cil, note・book, doc・tor, base・ball
CVC・V man・y, pick・le**
CVC・VC lem・on, mel・on, rul・er, sing・er, sal・ad
CV・CV ki・wi, cher・ry*, T・V, Ko・rea, Ju・ly, piz・za*, hap・py*, yel・low*
CV・CVC Ja・pan, cab・bage*,do・nut, fa・ther, gi・raffe, gui・tar, mu・sic, pi・lot, pud・
ding*, rab・bit*, sau・sage, soc・cer*, ti・ger, yo・gurt
CV・CVCC T・shirt
CV・V P.・E.
CV・VCC sci・ence
VCC・CVC Eng・lish
VC・VCC or・ange
V・CCVC A・pril
V・CV ap・ple**
V・CVCC Au・gust
３音節語
CCCV・CV・CV straw・ber・ry*
CCVC(C)・CVC・VC grand・moth・er, grand・fath・er
CCV・CV・CV spa・ghet・ti*
CVC・CVCC・VC ham・burg・er
CVC・CVC・CVC bar・ber・shop, Sep・tem・ber
CVC・CV・CV kan・ga・roo, hos・pi・tal**
CVC・CV・CVCC res・tau・rant
CVC・V moth・er
CVC・VC・CVC cal・en・dar,
CVC・V・CV pine・ap・ple*
CV・CVC・CCV but・ter・fly*
CV・CVC・CVC No・vem・ber, De・cem・ber
CV・CV・CV go・ril・la*, to・ma・to, ba・na・na
CV・CV・CVC jel・ly・fish*, Ja・pa・nese, vol・ley・ball*
CV・VC・CVCC sci・en・tist
CV・VC・V pi・an・o
CV・V・CV ko・a・la
CV・V・CVCC di・a・mond (CV・CVCC)
VC・CCV・CVC as・tro・naut
VC・CV・CVC en・gi・neer, Oc・to・ber, oc・to・pus
VC・V・CV It・a・ly
VC・V・CVC om・e・let (VC・CVC)
VC・V・CVCC el・e・phant
V・CVC・VC e・ras・er
４音節語
VC・V・CVC・VCC ec・o・nom・ics
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備考：＊＝ ambisyllabic，　**＝成節子音
